第６０回研修委員会　議事録
平成28年7月4日（月）12：00
ホテルセンチュリー21広島

１　委員長挨拶　　割愛
２　議　題　　資料に沿って説明
ⅰ　倉庫見学研修報告
資料　１
　　日程　　4月6日
　　場所　　内外輸送㈱広島支店様・ｹﾞｲｿｰﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ㈱様

ⅱ　平成２８年度研修事業計画
　　　①研修委員会　開催

　　　　　４回（７・９・１２・３月）

　　　　　62,500円／回×４＝250,000　　 (予算額　250,000円) (前年度250,000円)

②パソコン研修
資料　２
　　　　日　程　5月28日～8月2日　31日間実施

　　　　場　所　サンキュービジネスサービス㈱

　　　　受講者　39名（別紙名簿のとおり）

　　　　SBC支払　　　 ＠20,000円×申込39人+消費税＝842,400円（個人負担＠10,000円）

　　　　　協会負担　　　　842,400－390,000＝452,400円(予算500,000円)（予定）
　　　③オーダーメイド研修　　
資料　３
　　　　日　程　6月3日（金）~4日（土）

　　　　場　所　中小企業大学校

　　　　受講者　１７名＋傍聴６名　総計２３名（別紙受講者名簿参照）
　　　　　中小企業大学支払い　講師謝金＋旅費＋教材等＝349,675円
　　　　　宿泊料＋懇親会＋朝昼食事代等＝115,500円　　　　　　　　　　　　　合計 465,175円
　　　　　個人負担＠10,000円×15名+(宿泊無し＠7,700円×2名)=165,400円 

協会負担　465,175円－195,400=269,775円（予算350,000円）
　内容についてわかりやすく良かったが受講者傍聴者が少ないので増員に努める必要がある

④オーダーメイドフォローアップ研修

　日　程　9月24日（土）13：00～

　場　所　中小企業大学校

　講　師　早稲田大学　教授　吉本一穂氏

  協会負担  講師謝礼 80,000円（予定）＋会場費　20,000円＝100,000円　（予算150,000円）
対　象　６月の研修受講者

　内　容　６月の研修において、各社の問題点として提出した事項について、解決

へ向けての取組状況・解決策を報告。

⑤倉庫業務フォローアップ研修
日　程　1０月下旬　　13:00~17:00

場　所　ＲＣＣ文化センター　　　　　　　　　　　　　予算150,000円
　　　　講　師　日本梱包運輸倉庫㈱　主査　飯島　淳氏
受講料　3,000円（協会負担）受講者無料（受講料＠3,000×40人＝120,000+会

場費等）
⑥日倉協物流フォーラム参加と物流施設見学研修
資料　４
　　日　程　11月11日（金）～12日（土）　　　　　　　　　　　
　　　　場　所　神戸　日倉協物流フォーラム参加、翌日、先進物流施視察
　　　　 参加者　20名（予定）

予　算　研修委員会：400,000円

港部会　　：100,000円

内陸部会　：200,000円

個人負担分：200,000円

　 合計　　　900,000円 　　　（予算　400,000円）
　　　　
神戸の港湾施設見学の提案があり計画を進める予定。その前に広島県港湾担当者から意
見を聴いて神戸を見学する必要がある。役員会に提案することとなった。
　　
ⅲ　中国地方倉庫協会連合会主催講習会　　資料に沿って説明
1 倉庫管理主任者講習会

日　程　10月21日（金）ＲＣＣ文化センター　　定員　１２０名

　　　　　　　　 1月27日（金）岡山国際交流センター　定員　１２０名

2 安全講習会

　日　程　11月下旬
場　所　ＲＣＣ文化センター　受講料　5,000円（昼食付）

　　　定　員　５０名

ⅳ　資料配付　　資料に沿って説明
1 平成27年度研修事業報告
資料　５
2 平成28年度各種会議予定表
資料　６
ⅴ　研修委員会独自の研修会について

県内の倉庫見学会
ⅵ　その他

日倉協研修会資料
参考資料
・「日倉協セミナー」の「ﾊﾟﾜｰｱｼｽﾄｽｰﾂ」「ｳｪｱﾗﾌﾞﾙﾒｶﾞﾈ」についてのメニューを来年
2月ごろ計画することとなった
・リクルート目的で学生・生徒・父兄・教師を対象とした見学会を計画したいので
次回に資料を用意することとなった
　　　・70周年記念事業について検討したい
　　　・広島県冷蔵倉庫協会より7月15日の非常用発電機の勉強会について説明があっ
　　　　た
　　　・倉庫管理ソフト「倉一朗」について県内会員において実績あった旨報告
（資料添付）
次回　　平成28年9月5日（月）12:00　場所　ホテルセンチュリー21広島　４階
に決定
